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安
倍
自
公
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
を
強
行
し
た
７
月
１
日
を
境

に
、
世
論
が
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
の
す
す
め
る
「
亡
国
の
政
治
」
と
国
民
と

の
矛
盾
の
深
ま
り
が
劇
的
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

○

連
合･

･
･
･
･

民
主
主
義
に
対
す
る
暴
挙
で
あ
り
、

政
権
が
恣
意
的
に
変
更
す
る
こ
と
は
立
憲
主
義
に
違

反
し
、
認
め
ら
れ
な
い
。

○

全
労
連･

･
･

一
政
権
の
恣
意
的
な
解
釈
で
憲
法
を

踏
み
に
じ
り
、
戦
争
を
す
る
国
に
突
き
進
む
こ
と
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
と
全
国
52
す
べ
て
の
弁
護
士
会

が
反
対
声
明
を
採
択
し
て
い
ま
す
。

朝
日
新
聞
は
「
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
こ
の
暴
挙

を
超
え
て
」
、
毎
日
新
聞
は
「
歯
止
め
は
国
民
が
か
け

る
」
と
批
判
。
地
方
紙
も
９
割
以
上
が
反
対
・
批
判
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

共
同
通
信
の
世
論
調
査
で
も
、
「
閣
議
決
定
」
に
つ

い
て
81
・
４
％
が
「
十
分
に
説
明
し
て
い
る
と
は
思
わ

な
い
」
、
行
使
容
認
に
反
対
が
60
・
２
％
、
20
～
30
代

の
若
者
で
は
69
・
７
％
に
達
す
る
な
ど
、
国
民
の
反
対

の
声
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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安倍政権打倒を呼びかける「しんぶん赤旗」の購読を

若
者
は
７
割
が
反
対

広
が
る
抗
議
・
怒
り
の
声

「
集
団
的
自
衛
権
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
戦
争
は

ダ
メ
だ
」

「
決
め
方
が
よ
く
な
い
。
国
会
で
徹
底
し
て
論
議
す

べ
き
、
戦
争
は
よ
く
な
い
」

「
自
衛
隊
に
応
募
す
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
徴
兵

制
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
世
代
は
大
変
だ
。
戦
争
は
良

く
な
い
と
思
う
」

職
場
で
は
、
「
集
団
的
自
衛
権
」
や
「
閣
議
決
定
」

に
つ
い
て
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
含
め

て
、
「
戦
争
は
ダ
メ
だ
」
が
圧
倒
的
多
数
の
声
で
す
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
と
は
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻

撃
が
な
く
て
も
、
他
国
の
武
力
攻
撃
に
参
加
す
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
の
「
自
衛
」
と
は
何
の
関
係
も
あ
り
ま

せ
ん
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
は
、
日

本
の
国
と
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
が

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
加
し
、
日
本
の
若
者
が
血
を
流

す
こ
と
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
一
体
に
他
国
の
人
々
に

銃
口
を
向
け
る
こ
と
で
す
。

「
閣
議
決
定
」
と
は
、
一
内
閣
の
判
断
で
憲
法
解
釈

を
変
え
て
し
ま
う
も
の
で
、
立
憲
主
義
を
根
底
か
ら
否

定
す
る
と
ん
で
も
な
い
暴
挙
で
す
。

職
場
で
は
、
「
中
国
や
北
朝
鮮
な
ど
他
の
国
と
の
紛

争
が
心
配
だ
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
に

も
、
他
国
か
ら
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
「
個
別
的
自
衛
権
（
自
国

を
守
る
権
利
）
」
で
対
処
で
き
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
紛
争
が
あ
っ
て
も
戦
争
に
し
な
い

こ
と
。
武
力
で
は
な
く
、
憲
法
９
条
を
活
か
し
た
外
交

の
力
で
、
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
で
す
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
は

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
参
加
し
、
日
本
の
若
者
が
血
を
流
す
も
の

た
た
か
い
の
帰
趨
を
決
め
る
の
は
世
論
と
運
動
で
す

「
閣
議
決
定
」
を
強
行
し
て
も
、
自
衛
隊
を
動
か
せ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
を
撤
回

を
さ
せ
、
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
を
め
ざ
す
い
っ
さ

い
の
立
法
作
業
を
た
だ
ち
に
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

国
会
で
の
多
数
を
か
さ
に
暴
走
す
る
安
倍
自
公
政
権

の
正
体
は
、
日
本
の
国
を
亡
ぼ
し
、
国
民
を
亡
ぼ
す

「
亡
国
の
政
治
」
そ
の
も
の
で
す
。

職
場
か
ら
「
戦
争
は
ダ
メ
」
「
亡
国
の
政
治
許
す
な
」

の
声
を
広
げ
に
広
げ
、
力
を
合
わ
せ
、
安
倍
内
閣
を
打

倒
し
ま
し
ょ
う
。

「
戦
争
は
ダ
メ
だ
」
が
職
場
の
圧
倒
的
多
数
の
声

安倍政権を打倒し「亡国の政治」と決別を!


